
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-33 高等学校 商業 財務会計Ⅰ  
※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

７実教 商業 727 高校財務会計Ⅰ 

 

１．編修の基本方針 

会計情報の提供と活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指し，

財務会計について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術

を身に付けることで，個人の能力を伸ばし，勤労を重んずる態度を養うことを意識

している。 

 

① 幅広い知識と教養を身に付ける観点から，学習事項に関連する内容の会計処理

方法を紹介する囲み記事や学習した内容の確実な理解を図ることを目的とした囲

み記事等を掲載している。 

 

② 自主及び自律の精神を養う観点から，練習問題を掲載し，自学自習に役立つよ

う配慮している。 

 

③ 正義と責任を重んずるという観点から，企業会計に関連する法的規制とその目

的等を紹介した。また，会社法等や会計基準の抜粋を掲載するなど関連する法規

や会計基準も掲載した。 

 

④ 伝統と文化の尊重という点から，企業会計が社会に対して果たしている役割や

背景について記述している。また，他国を尊重，国際社会の発展に寄与という観

点から，基本的な用語については英語表記も行っている。 

 

⑤ 職業及び生活との関連という点から，財務諸表の入手方法や入手した財務諸表

の活用方法などについて記述している。また，学習者が具体的にイメージできる

よう株式会社の会計のしくみや会計手続きの日程例等についても紹介している。 

 

  



 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 まえがき ・グローバル化が進展する実社会において発展

を続けるわが国について記述している。（第

５号） 

 

 

ｐ．４ 

第１編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，財

務会計に関する基礎的な内容を記述した。

（第１号） 

ｐ．９～24 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．９ 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．９ 

 ・職業及び生活との関連を重視し，財務会計が

果たす様々な役割について記述している。

（第２号） 

ｐ．12～13 

 ・正義と責任を重んずる観点から，企業会計が

法律や会計基準などのルールにもとづいて行

われていることや，そのルールについて記述

している。（第３号） 

 

 

ｐ．15～22 

第２編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，資

産会計に関する基礎的な内容を記述した。

（第１号） 

ｐ．25～92 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．25 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．25 

 

 ・正義と責任を重んずる観点から，企業会計が

ルールにもとづいて行われていることがわか

るよう側注に根拠法令や根拠となる会計基準

等を示している。（第３号） 

ｐ．25～92 

 ・自主及び自律の精神を養う観点から，編末に

総合問題を設け，第２編全体の学習内容を確

認できるようにし，自学自習に役立つよう配

慮している。（第２号） 

 

 

ｐ．90～92 



 

第３編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，負

債･純資産会計に関する基礎的な内容を記述

した。（第１号） 

ｐ．93～122 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．93 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．93 

 ・正義と責任を重んずる観点から，企業会計が

ルールにもとづいて行われていることがわか

るよう側注に根拠法令や根拠となる会計基準

等を示している。（第３号） 

ｐ．93～122 

 ・自主及び自律の精神を養う観点から，編末に

総合問題を設け，第３編全体の学習内容を確

認できるようにし，自学自習に役立つよう配

慮している。（第２号） 

 

 

ｐ．121～122 

第４編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，損

益計算に関する基礎的な内容を記述した。

（第１号） 

ｐ．123～164 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．123 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．123 

 ・正義と責任を重んずる観点から，企業会計上

の利益に関連させて株式会社の税や法人税等

の会計処理について記述した。（第３号） 

ｐ．154～162 

 ・自主及び自律の精神を養う観点から，編末に

総合問題を設け，第４編全体の学習内容を確

認できるようにし，自学自習に役立つよう配

慮している。（第２号） 

 

 

ｐ．163～164 

第５編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，財

務諸表の作成に関する基礎的な内容を記述し

た。（第１号） 

ｐ．165～190 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．165 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．165 



 

 ・正義と責任を重んずる観点から，企業会計が

ルールにもとづいて行われていることがわか

るよう側注に根拠法令や根拠となる会計基準

等を示している。（第３号） 

ｐ．165～190 

 ・自主及び自律の精神を養う観点から，編末に

総合問題を設け，第５編全体の学習内容を確

認できるようにし，自学自習に役立つよう配

慮している。（第２号） 

 

 

ｐ．189～190 

第６編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，財

務諸表の活用に関する基礎的な内容を記述し

た。（第１号） 

ｐ．191～218 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．191 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

ｐ．191 

 ・職業及び生活との関連を重視し，様々な職業

や立場から財務諸表の有用性を紹介し，ま

た，財務諸表の入手方法についても記述して

いる。（第２号） 

ｐ．192～195 

 ・国際社会の発展に寄与するという観点から，

グローバル化が進んだ現代の企業の実態を把

握するために重要となっている連結財務諸表

の意味と作成目的や，その活用について記述

している。 

 

 

ｐ．213～217 

発展編 ・幅広い知識と教養を身に付ける観点から，連

結財務諸表に関する基礎的な内容を記述し

た。（第１号） 

ｐ．219～243 

 ・生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に

寄与する態度を養うという観点から生物と風

景の写真を掲載した。（第４号） 

ｐ．219 

 ・伝統と文化を尊重するという観点から，偉人

が残した簿記会計に関する名言を掲載した。

（第５号） 

 

 

ｐ．219 

記帳例題 ・自主及び自律の精神を養う観点から，記帳例

題を掲載し，自学自習に役立つよう配慮して

いる。（第２号） 

 

 

ｐ．244～249 



 

総合学習 ・自主及び自律の精神を養う観点から，財務会

計の理解を深める課題（考えてみよう・実践

してみよう）を掲載し，創造的に対応できる

力が身に付くように配慮している。（第２

号） 

 

 

ｐ．250～252 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

➀ 豊かな人間性，創造性を養うという観点から，様々な形式の例題を扱い，対応す

る練習問題を掲載している。 

② 一般的な教養を高め，専門的な知識，技術及び技能を習得するという観点から，

資産・負債・収益・費用等の財務諸表の構成要素から，財務諸表の作成，企業集団

全体としての連結財務諸表の作成，さらには作成した財務諸表の活用まで丁寧に記

述している。 

 

 

 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-33 高等学校 商業 財務会計Ⅰ                

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

７実教 商業 727 高校財務会計Ⅰ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

本書は，「財務会計Ⅰ」を履修する学習者のために，財務会計の基礎を理解さ

せることを目的として編修した。 

本書は，上記の目的を効率よく達成できるようにするために以下の点に配慮し

て編修している。 
 

(1) 全体を「第１編 財務会計の基礎」，「第２編 資産」，「第３編 負債と

純資産」，「第４編 損益計算」，「第５編 財務諸表の作成」，「第６編 

財務諸表の活用」，「発展編 連結財務諸表」に分けて，各編ごとにまとまり

のある学習ができるようにした。 

(2) 資産と負債，純資産の会計処理に関する内容については「第２編 資産」お

よび「第３編 負債と純資産」において，それぞれの意味や考え方を説明した

うえで，処理の方法や計算方法を理解できるように構成した。 

(3) 収益と費用，税の会計処理に関する内容については「第４編 損益計算」に

おいて，それぞれの意味や考え方を説明したうえで処理の方法や計算方法を理

解できるように構成した。 

(4) 注は，本文と対比しやすいように，該当箇所の横に配置した。 

(5) 「財務会計」の学習への興味・関心の喚起，個々の学習事項の確実な理解，

幅広い知識教養のために，「Let’s Try」「トリビア」の囲み記事を設けた。 

(6)  図解を多く用いて，記帳手続きの流れや学習事項の相互関係などを視覚的

に理解できるように配慮している。 

(7) 本書では，本文中に「例題」を設け，各章末に「練習問題」，編末に必要に

応じ「総合問題」さらに巻末には「記帳例題」を設けることにより，個別の学

習事項の確実な理解から，記帳手続きの全体的な流れ等の理解，そして，正確

で迅速な記帳技術の習得までを段階的に学習できるように構成した。 

 



 

(8) 本書では，各学習の理解を深めるために，会社法・会社計算規則などを参照

するよう，本文中に指示を示した。 

(9) カラーユニバーサルによる全編カラーとし，記帳体系や金額記入の流れなど

について視覚的に理解できるようにした。 

 

 

 

２．対照表 

 
 
 

図書の構成・内容 
 

学習指導要領の内容 

 
該当箇所 

 
配当 
時数 

 

 

 第１編 財務会計の基礎 

第１章 企業と企業会計 

第２章 企業会計制度と会計基

準 

 

 

 

(1) 財務会計の概要 

ア 企業会計と財務会計の意

義・役割 

イ 財務諸表の構成要素 

ウ 会計法規と会計基準 

p.9～24 

 

 

 

２ 

３ 

 

第２編 資産 

 第３章 資産の分類と評価 

 第４章 流動資産（その１ 当

座資産） 

 第５章 流動資産（その２ 棚

卸資産・その他の流動資産） 

 第６章 固定資産（その１ 有

形固定資産） 

 第７章 固定資産（その２ リ

ース取引） 

 第８章 固定資産（その３ 減

価償却） 

 第９章 固定資産（その４ 無

形固定資産） 

 第10章 固定資産（その５ 投

資その他の資産） 

 

 

(2) 会計処理 

 ア 資産と負債 

 

 

p.25～92 

 

 

２ 

４ 

 

４ 

 

２ 

 

２ 

 

３ 

 

２ 

 

４ 

 

第３編 負債と純資産 

 第11章 負債 

 第12章 純資産 

 

 

(2) 会計処理 

 ア 資産と負債 

 イ 純資産 

p.93～122  

５ 

７ 



 

 第４編 損益計算 

 第13章 損益計算の意味と基準 

 第14章 営業損益の計算 

 第15章 経常損益の計算（その

１ 営業外損益） 

 第16章 経常損益の計算（その

２ 外貨建取引） 

 第17章 当期純利益の計算（そ

の１ 特別損益） 

 第18章 当期純利益の計算（そ

の２ 法人税等） 

 

記帳例題 第１例題 

総合学習 

 

 

(2) 会計処理 

 ウ 収益と費用 

 エ 税 

p.123～164 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.244～246 

p.250 

 

 

２ 

９ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

４ 

 

 

３ 

２ 

 

第５編 財務諸表の作成 

 第19章 貸借対照表の作成 

 第20章 損益計算書の作成 

 第21章 その他の財務諸表の作

成 

 

記帳例題 第２例題 その１ 

 

 

(3) 財務諸表の作成 

 ア 資産・負債・純資産に

関する財務諸表 

 イ 収益・費用に関する財

務諸表 

 

p.165～190 

 

 

 

 

 

p.247～248 

 

 

 

５ 

５ 

３ 

 

 

３ 

第６編 財務諸表の活用 

 第22章 財務諸表分析 

 第23章 連結財務諸表の活用 

 

記帳例題 第２例題 その２ 

総合学習 

 

 

(4) 財務諸表分析の基礎 

 ア 財務諸表分析の意義 

 イ 財務諸表分析の方法 

 

p.191～218 

 

 

 

p.249 

p.251～252 

 

８ 

２ 

 

２ 

２ 

発展編 連結財務諸表 

 第 24章  連結財務諸表の作成

（その１） 

 第 25章  連結財務諸表の作成

（その２） 

 

 

 p.219～243  

４ 

 

５ 

      計 105 
  

 
  



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-33 高等学校 商業 財務会計Ⅰ                

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

７実教 商業 727 高校財務会計Ⅰ 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 
ページ数 

 

219～ 

243 

 

 

 

 

発展編 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

合計 25 

                           


